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  第三次人工知能ブームの実質をなすディープラーニングの勢いは，現在も留まるところ

を知らない．西山・松尾・小林(2020)は，ディープラーニング革命の深部を突き詰めて洞察

することで，この動きの背景に世界観，社会観，人間観の大きな転換があることを説得的に

説いている．本発表は，同書の根本的洞察に立ったときに，既存の経済学とどのように違う

知が生じうるのかを，いくつか端緒的に思考実験してみるものである． 

多岐にわたる含意を持つ同書の主張の詳細は，基本的に西山圭太氏の発表に譲ることに

するが，簡略化して述べるならば，以下のようになる．ディープラーニングは実質的に，人

間が複雑な世界からパターンを抽出する「概念形成」と同じことを行って，知識生産を行っ

ている．このようなことが可能なのは，宇宙そのものが多様なパターンに満ちた情報量豊か

な段階にあり，その中のさまざまなシステムが，その構成要素の状態からは推し量れない性

質・パターンを創発させる階層的構造をしていることにある．それらのパターンを人工知能

は「特徴量」として，人間の知性は「概念」として抽出しているわけだ．さらに，より一般

的に一定の秩序形成を行っているさまざまなシステムが共有する「同型性のメカニズム」が

マルコフ・ブランケットとエマージェンスとして同定される．こうして，外側から世界を認

識してきた近代的な認識構造とは異なり，「ある」が同時に「知る」ことでもあるという認

識構造への転換が生じつつあることが明確化される． 

ディープラーニングの登場が有しているこのような世界観の転換は，経済学に関しても

適用されうる．経済学が対象としているのも，経済という複雑なシステムがエントロピー増

大則に抗して一定の秩序を形成しつつダイナミックに展開する過程であり，同型性のメカ

ニズムを共有しているはずだからである．ディープラーニングは複雑なシステムを複雑な

ものとして受けとりつつ，そこに特徴量のような概念形成を行うことを可能にするもので

あるから，経済に対する見方にも新たな観点が生じてくる可能性がある． 

第一に，これまで経済学が想定してきた経済モデルとは異なる仕方で，経済という複雑な

階層性を孕んだシステムを把握できるようになる可能性を想像することが出来る． 

これまで経済学が想定してきた基本モデルを見るならば，そのシステムとしての特徴は

きわめて浅い階層しか持たない単純化されたものでしかない．所与の資源量を背景に，それ

を利用する経済主体たちが意思決定し，そこで得られた需要と供給を均衡させるように市

場が「計算」を行っているという描像である．この描像自体が複雑なシステムを把握する仕

方の一つとして，われわれ人間が歴史的に作り上げてきたものであるが，同型論の観点から

思考実験すると，経済という複雑なシステムをまったく異なる視点から分析できるのでは，

と思えてくる． 



たとえば，重層的で複雑な取引のネットワークを対象として分析することで，現在われわ

れが手にしている，製品ベースの「産業構造」とは異なる特徴量が抽出され，新たな経済学

的概念として浮上する可能性があるのではないか．同書で言及されているヒダルゴ (2017)

の分析もそのような試みの一つであり，西山(2021)で描かれている，ユーザー・エクスペリ

エンスへと至るレイヤー構造の把握も同様の試みとして解釈できる．急速な技術変化のも

とで従来の産業構造論に対する一定の疑義が提出されている中で，このような分析は大き

なメリットになりうるだろう．そもそも，一般均衡モデルには基本的に物質性(materiality)は

存在せず，「産業」に対する意味付与がなされていなかったことにも気づかされる． 

第二に，われわれの経済社会を，環境とのインタラクションの中で秩序形成を行っている

システムと見るとき，われわれが今日直面するさまざまな困難に対して，より大きな情報量

を生み出すような記号システムへの変革の可能性があるのではないかという論点があげら

れる．エントロピー増大則に抗して一定の秩序を保っている複雑なシステムは，環境からの

サプライズショックを軽減するように周囲に働きかけ，その働きかけを通じて周囲の状況

を推論し，内部状態を更新している．本書の同型論とも合致する，フリストンらの「自由エ

ネルギー原理」ないし「能動的推論」の見方である．その際に，観察によって減少したエン

トロピーが情報量だという観点に立てば(西山・松尾・小林 2020，p.171)，観察の対象を変化

させることも一種の適応的行動と見なされうるだろう． 

たとえば環境問題に直面するわれわれの経済社会にとって，もはや GDPを主要指標とす

る経済把握では十分な情報量が得られないのではないか．われわれが直面する現代的な諸

課題に対応するような記号システムへの変革は，システム全体から見ると，秩序形成のため

の自然な反応と見なすことができるはずだ．今日盛んに提案がなされている Beyond GDPの

諸指標の数々(Hoekstra 2019)は，このような観点から見ることができるだろう． 

以上のような思考実験を行ってみると，経済学が持つ遂行性(performativity)についての意

識を強くせざるをえない．同書の観点からすれば，そもそも経済システムとそれを理解する

ための経済学とは，物理秩序と記号秩序との関係と類推的であり，遂行性の概念も同型論の

一部をなしていると言えるだろう． 
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